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英語教育強化地域拠点事業

３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 主管課 指導課

会計 小事大事
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対象

自らの意見を述べ、自国の文化や特徴を語ることのできる能力の育成を目指して、英語教育
の実施学年の早期化及び教科化に基づいた小中高等学校の系統性のある教育課程及び評価方
法の研究開発を行う。

平成２６年度に文部科学省から４年間の研究指定を受けた。本年度は本事業の１年目にあた
り、事業を進める際の体制が整備された。

自らの意見を述べ、自国の文化や特徴を語ることのできる
児童生徒を育成する。

主管課長濱崎　祐子個性を生かす教育環境の基盤充実

名　　称 平成2４年度 平成2５年度 平成2６年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市内小中学校児童生徒 意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

英語活動指導員の指導時
間の合計

660 時間 →→ 一人当たりの指導時間の合計

平成2５年度

1,916,287

△1

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

1,916,287

本事業に係る実施調査では、文部科学
省教科調査官から、全小学校において
担任主導のティームティーチングが実
施されていることや、スーパーバイ
ザーが中心となって作成した『流山市
英語プログラム』に関して、高い評価
を得た。中学校では、ALTとのティーム
ティーチングにおいて、お互いの考え
や気持ちを英語で伝え合う言語活動を
中心とする授業を行っている。平成２
６年１１月に実施した、小学校３年生
から中学校１年生までを対象とした、
意識調査では、「英語が好き」と答え
た児童生徒の平均は８割を越え、全国
の水準を上回っている。

平成2４年度 平成2６年度

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

本市が独自に実施した「英語教育に関する意識調査」
で、「英語が好きだ」と答える児童生徒が全国平均を
上回っている。

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取り組
みの課題

小学校においては高学年の授業時数増
と教科化へ向けた計画、中学校におい
ては英語教育の早期化を受け、目標・
学習内容の高度化を図る。

④今後の
改善計画

「『流山市英語プログラム』推進委員
会」を立ち上げ、小学校英語教育の拡
充を図る。

①今年度
(H2６)の
改善計画

②今年度
(H2６)に
実施した
取り組み

新規事務事業により記載なし

新規事務事業により記載なし


